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社会福祉法人ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ茨城県道心園

〈
法
人
の
沿
革
〉

　

社
会
福
祉
法
人
茨
城
県
道
心
園
は
、
昭
和
16

（
１
９
４
１
）
年
に
創
設
者
横
田
藤
太
郎
が
、

日
華
事
変
の
拡
大
と
長
期
化
に
よ
り
少
年
犯
罪

が
次
第
に
増
加
す
る
傾
向
を
憂
い
、
少
年
保
護

更
生
の
重
要
性
を
痛
感
し
、
司
法
大
臣
の
許
可

を
得
て
、
司
法
少
年
保
護
茨
城
県
道
心
園
を
設

立
。
当
初
３
名
の
少
年
（
少
女
）
を
収
容
、
少

年
保
護
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
。

　

戦
後
、
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
に
、
財
団

法
人
茨
城
県
道
心
園
と
改
称
。

　

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
に
、
旧
少
年
法
に

基
づ
く
少
年
保
護
事
業
が
終
了
し
、
児
童
福
祉

法
の
施
行
に
よ
り
養
護
施
設
と
な
る
。

　

昭
和
27
年
（
１
９
５
２
）
年
に
、
社
会
福
祉

事
業
法
に
よ
る
社
会
福
祉
法
人
へ
の
組
織
変
更

を
申
請
、
厚
生
大
臣
の
認
可
を
受
け
、
名
称
を

社
会
福
祉
法
人
茨
城
県
道
心
園
と
改
称
し
、
横

田
藤
太
郎
が
初
代
理
事
長
に
就
任
。
昭
和
29

（
１
９
５
４
）
年
に
、
現
在
の
敷
地
に
移
転

し
、
木
造
児
童
寮
舎
３
棟
を
新
築
。

　

昭
和
44
年
（
１
９
６
９
）
年
に
、
初
代
理
事

長
横
田
藤
太
郎
が
没
し
、
横
田
英
夫
が
二
代
目

理
事
長
と
な
る
。
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
、

ブ
ロ
ッ
ク
造
２
階
管
理
棟
及
び
児
童
寮
舎
１
棟

を
新
築
。
昭
和
58
（
１
９
８
３
）
年
に
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
児
童
寮
舎
３
棟
と
食
堂
棟

を
改
築
し
た
。

　

平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
に
、
児
童
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
地
域
の
子
育
て
を
支

援
を
展
開
。
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
に
、
施

設
を
二
分
化
し
、
道
心
園
東
ホ
ー
ム
と
道
心
園

西
ホ
ー
ム
を
設
置
し
た
。

　

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
、
三
代
目
理
事
長

に
河
田
茂
が
就
任
。
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年

に
道
心
園
東
ホ
ー
ム
と
管
理
棟
、
29
（
２
０
１

７
）
年
に
道
心
園
西
ホ
ー
ム
と
食
堂
棟
と
児
童

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
改
築
し
た
。

　

令
和
元
年
、
四
代
目
理
事
長
に
横
田
直
和
が

就
任
し
た
。

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

社
会
福
祉
法
人　

茨
城
県
道
心
園　
　
　
　
　

理
事
長　

横
田
直
和

 

　

河
田
茂
理
事
長
の
任
期
満
了
に
よ
る
退
任
の
申
し
出
に
よ
り
、
六
月
二
十

三
日
の
理
事
会
で
、
後
継
と
し
て
第
四
代
理
事
長
に
ご
推
挙
頂
き
就
任
し
ま

し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
と
同
時
に
、
そ
の
重
責
を
改
め
て
考
え
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
幼
少
の
頃
か
ら
祖
父
で
あ
る
創
設
者　

横
田
藤
太
郎
を
傍
ら
で
見
て

お
り
、
私
自
身
も
施
設
の
子
ど
も
た
ち
と
家
族
同
様
に
ひ
と
つ
屋
根
の
下
で

暮
ら
し
て
お
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
こ
の
様
な
経
験
を
し
て
い
る
人
は
少

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
当
時
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
頃
の
経
験
が

現
在
の
私
の
根
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
九
四
一
年
創
設
時
、
少
年
保
護

事
業
か
ら
始
ま
り
社
会
福
祉
事
業
へ
と
変
更
し
、
歴
代
の
理
事
長
を
始
め
沢

山
の
職
員
が
「
道
心
」
の
心
で
、
今
日
ま
で
園
を
築
き
上
げ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
、
こ
こ
ま
で
来
た
歴
史
あ
る
法
人
・

施
設
を
、
こ
の
先
も
精
一
杯
職
員
と
共
に
、
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

今
、
社
会
的
養
育
推
進
計
画
が
進
む
中
、
施
設
養
育
の
方
向
性
を
そ
れ
ぞ

れ
の
法
人
・
施
設
が
考
え
、
新
た
に
生
み
出
す
時
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
根

底
に
あ
る
理
念
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
思

い
は
変
わ
ら
ず
と
も
、
改
め
て
茨
城
県

道
心
園
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
何
か
を

職
員
と
共
に
考
え
、「
子
ど
も
の
最
善
の

利
益
」
を
目
指
し
た
、
求
め
ら
れ
る
法
人

経
営
を
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を

更
に
お
願
い
し
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
し

ま
す
。



平成３０年度事業報告 

１．はじめに 

 全国の児童相談所における平成２９年度の児童虐待に関する相
談件数は１３３,７７８件となり、依然として増加の一途を辿って

います。平成２９年８月には、厚労省から「新しい社会的養育ビ
ジョン」が取りまとめられました。２０１９年度(令和元年度)中に
はそれらを盛り込んだ社会的養育推進計画が各都道府県等から発

出される計画となっており、従来の社会的養護の枠組みが大きく
変わろうとしています。更にこの法改正により「特別区は児童相
談所を設置する」により、都外施設への入所措置が減少すること

が懸念されています。今後、都外施設間で対応策を検討していき
たいと考えています。 
 定例の第三者委員会については、年 3 回開催しました。内容に

ついて第三者委員の先生方から、的確なアドバイスを受けること
が出来ました。第三者評価は受審せず、自己評価「児童養護施設
における人権擁護のためのチェックリスト」のみ年２回実施しま

した。法人職員会の中で、倫理綱領の読み合わせ等を行い、権利
意識や倫理観の向上を図ることが出来ました。 
 今年度も、全職員と施設長との面談を実施し、職員の悩みや考

えを聞き、職員が最適な状態で仕事の出来るようにしていった。
人材育成については、内部、外部研修の受講や OJT の具体的な取
り組みを行い、職員の自己実現に配慮し個々の能力を発揮できる

職場づくりを目指してきました。 
 今後、社会福祉法人に求められる役割のひとつの社会貢献事業
に関しましても、当法人で何が出来るのかをより具体的に考え、

積極的に進めていきたいと思っております。又、社会的養護の推
進計画についても、施設としてどの様な方向性で行くのか特別委
員会等で検討していきたいと思います。日頃よりお世話になって

いる沢山の支援者の方々に心より感謝し、今後の法人運営に向け
て更に努力し子どもたちの「最善の利益」のために邁進していき
たいと考えております。 
 

２．理事会 
回 開 催 日 内         容 

第１回 平成３０年 ６月 ３日 （１）平成２９年度、監事監査の報告 

（２）平成２９年度、財産目録・賃借対照表・

事業活動収支計算書・資金収支計算書の

審議について 

（３）平成２９年度、社会福祉法人茨城県道心

園事業報告について 

（４）就業規則準職員取扱要領の一部改定につ

いて 

第２回 平成３０年１０月１３日 （１）職員による児童への不適切な関わりにつ

いての報告 

（２）「性問題検証改善（事故防止）委員会」（仮）

の立ち上げについて 

第３回 平成３１年 １月２９日 （１）職員による児童への不適切な関わりに対

する、再発防止に向けた検証並びに県か

らの「運営改善」（勧告）による改善事項

の結果報告について 

第４回 平成３１年 ３月２３日 （１）平成３０年度、第一次補正予算案の審議

について 

（２）平成３１年度、社会福祉法人茨城県道心

園事業計画案の審議について 

（３）平成３１年度、資金収支予算案の審議に

ついて 

（４）育児・介護休業等に関する規則の一部改

定について 

（５）就業規則の一部改定について 

（６）給与規定の一部改定について 

 
３．評議員会 

回 開 催 日 内         容 

第１回 

 

平成３０年 ６月１７日 （１）平成２９年度 監事監査報告の承認 

（２）平成２９年度 計算書類及び財産目 

録の承認 

（３）平成２９年度 社会福祉法人茨城県 

道心園事業報告書の承認 

 
 

４．監事監査 

開 催 日 内         容 

平成３０年 ５月２９日 平成３０年３月３１日までの平成２９年度に関する理

事の業務執行の状況及び社会福祉法人茨城県道心園の

財産の状況について 

 
５．第三者委員会 

回 開 催 日 内         容 

第２４回 平成３０年 ５月１１日 地域からの苦情報告 １件 

意見箱回収報告   １件 

児童の生活状況報告 

第２５回 

 

平成３０年 ９月 ７日 

 

意見箱回収報告   ３件 

児童の生活状況報告 

第２６回 

 

平成３１年 ２月２５日 地域からの苦情報告 １件 

意見箱回収報告   ５件 

児童の生活状況報告 

 
６．地域における公益的な取組 

分   類 内   容 

地域住民に対する福祉教育 実習生の受入れ 

民生委員・児童委員の見学受け入れ 

小学校家庭教育学級の講師派遣 

地域の要支援者に対する相談支援 児童家庭支援センターによる子育て相談 

地域の要支援者に対する権利擁護支援 市町村要保護児童対策地域協議会への参画 

地域の福祉ニーズ等を把握するための

サロン活動 

児童家庭支援センターにおける子育て広

場の実施 

地域の関係者とのネットワークつくり 土浦市民間社会福祉施設連絡協議会にお

ける自治体との連携した防災体制の構築 

 
７．利用状況 

１）平成３０年度入所人員の推計 

（東ホーム）                       各月初日在籍人数 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 ２ ３ 計 

茨城県 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 192 

東京都 17 17 17 17 17 17 17 17 17 18 18 18 207 

計 33 33 33 33 33 33 33 33 33 34 34 34 399 

 
（西ホーム）                       各月初日在籍人数 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 ２ ３ 計 

茨城県  6  6  6  6  6  6  6  6  6  6  6  6  72 

東京都 22 23 23 23 24 24 24 24 25 25 25 25 287 

計 28 29 29 29 29 30 30 30 31 31 31 31 359 

 

２）児童相談所別措置児童数 

（東ホーム）               平成３１年 ３月 １日現在３４名 

茨 城 県 東 京 都 

児童相談所名 人数 児童相談所名 人数 

土浦児童相談所 １６名 足立児童相談所  ９名 

  江東児童相談所 ６名 

  立川児童相談所  ２名 

  世田谷児童相談所  １名 

合   計 １６名 合   計 １８名 

 



 

（西ホーム）                平成３１年 ３月 １日現在３１名 

茨 城 県 東 京 都 

児童相談所名 人数 児童相談所名 人数 

土浦児童相談所 ９名 足立児童相談所  １６名 

  江東児童相談所 ９名 

合   計 ９名 合   計 ２５名 

 

３）平成３０年度末の年齢構成 

（東ホーム）       平成３１年 ３月 １日現在３４名 

学年区分 茨城県 東京都 計 

幼 児 ５名 ７名 １２名 

小学生 ７名 ６名 １３名 

中学生 ２名 ４名  ６名 

高校生 ２名 １名 ３名 

計 １６名 １８名 ３４名 

 

（西ホーム）        平成３１年 ３月 １日現在３１名 

学年区分 茨城県 東京都 計 

幼 児 ０名 ２名 ２名 

小学生 ２名 １２名 １４名 

中学生 ４名 ７名 １１名 

高校生 ０名 ４名 ４名 

計 ６名 ２５名 ３１名 

 

４）平成３０年度平均在籍数 

東ホーム    ３３．３名 

西ホーム    ２９．９名 

 

５）充足率 

東ホーム    ９２．４％ 

西ホーム    ８５．４％ 

 

８．職員の状況 
１）平成３０年度末職員数 

（東ホーム） 

 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

  

  

 
 

 

 

 
 
 

 

 
 

 

非常勤 

 

 

    

 

人 1 2 15 1 1 1 1 1 1 1 1 5 3 12 46 

 

２）職員の採用、退職の状況（常勤職員のみ） 

平成３０年度新規採用職員 

      児童指導員・保育士   ５名 

栄養士         １名 

 

    平成３０年度退職者 

      児童指導員・保育士   ８名 

      栄養士         １名 

 

 

（西ホーム） 

 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

  

  

 
 

 

 

 
 
 

 

 
 

 

非常勤 

 

 

    

 

人 1 2 15 1 0 0 2 1 1 1 1 2 1 11 40 

 

２）職員の採用、退職の状況（常勤職員のみ） 

平成３０年度新規採用職員 

      児童指導員・保育士   ２名 

 

    平成３０年度退職者 

      児童指導員・保育士   ４名 

 
 

９．財政の状況 

勘 定 科 目 
拠 点 区 分 

総 合 計 
法人本部拠点区分 道心園東ホーム 道心園西ホーム センターどうしん 

 

 
 

児童福祉事業収益 
 措置費収益 
  事務費収益（茨城） 
  事務費収益（東京） 
  事業費収益（茨城） 
  事業費収益（東京） 
 その他の事業収益 
  補助金事業収益 
  受託事業収益 
  その他の事業収益 
経常経費寄附金収益 
 事務費寄付金収益 
 事業費寄付金収益 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

1,816,000 
1,816,000 

0 

197,791,492 
189,561,492 
70,846,428 
91,641,414 
12,540,533 
14,533,117 
8,230,000 
8,230,000 

0 
0 

849,505 
0 

849,505 

186,855,340 
179,367,940
39,281,075 

114,334,397 
4,717,760 
21,034,708 
7,487,400 
7,003,400 

484,000 
80,000 

0 
0 
0 

18,652,377 
0 
0 
0 
0 
0 

18,652,377 
13,276,000 
5,296,377 

80,000 
0 
0 
0 

403,299,209 
368,929,432 
110,127,503 
205,975,811 
17,258,293 
35,567,825 
34,369,777 
28,509,400 
5,780,377 

80,000 
2,895,010 
1,816,000 
1,079,010 

サービス活動収益計(1) 1,816,000 198,640,997 187,084,845 18,652,377 406,194,219 

 
 

人件費 
事務費 
事業費 
減価償却費 
国庫補助金等特別積立金取崩 

249,492 
983,907 

0 
123,850 

0 

140,042,105 
10,005,369 
36,506,126 
23,346,421 
△7,039,896 

128,949,246 
10,387,312 
34,070,692 
25,028,398 

△7,332,272 

16,886,117 
3,247,796 

0 
94,560 

0 

286,126,960 
24,624,384 
70,576,818 
48,593,229 

△14,372,168 

サービス活動費用計(2) 1,357,249 202,860,125 191,103,376 20,228,473 415,549,223 

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2) 458,751 △4,219,128 △4,018,531 △1,576,096 △9,355,004 

 

収
益 

受取利息配当金収益 
その他のサービス活動外収益 

78 
22,500 

4,206 
6,611,109 

1,069 
6,183,874 

65 
10,000 

5,418 
12,827,483 

 サービス活動外収益計(4) 22,578 6,615,315 6,184,943 10,065 12,832,901 

費
用 

支払利息 
その他のサービス活動外費用 

0 
0 

330,794 
2,650,937 

310,509 
2,590,446 

0 
0 

641,303 
241,383 

サービス活動外費用計(5) 0 2,981,731 2,900,955 0 5,882,686 

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5) 22,578 3,633,584 3,283,988 10,065 6,950,215 

経常増減差額(7)=(3)-(5) 481,329 △585,544 △734,543 △1,566,031 △2,404,789 

 

収
益 

施設整備等補助金収益 
拠点区分間繰入金収益 

0 
0 

492,000 
99,000 

639,000 
96,000 

0 
0 

1,131,000 
0 

特別収益計 0 591,0000 735,600 0 1,131,600 

費
用 

拠点区分間繰入金費用 195,000 0 0 0 0 

特別費用計(9) 195,000 0 0 0 0 

特別増減差額(10)=(8)-(9) △195,000 591,000 735,600 0 1,131,600 

税引前当期活動増減差額(11)=(7)+(10) 286,329 5,456 1,057 △1,566,031 △1,273,189 

法人税、住民税及び事業税(12) 0 0 0 0 0 

当期活動増減差額(13)=(11)-(12) 286,329 5,456 1,057 △1,566,031 △1,273,189 

 

前期繰越活動増減差額(14) 

 
72,954,479 264,928,384 208,343,434 3,769,774 549,996,071 

当期末繰越活動増減差額(15)=(13)+(14) 73,240,808 264,933,840 208,344/491 2,203,743 548,722,882 

基本金取崩額(16) 0 0 0 0 0 

その他の積立金取崩額(17) 0 0 0 0 0 

その他の積立金取崩額(18) 
410,000 

 
9,152,000 7,179,000 0 16,741,600 

時期繰越活動増減差額 

(19)=(15)+(16)+(17)-(18) 72,830,808 9,152000 201,164,891 2,203,743 16,741,600 

 
 

 



東ホーム 

コスモス 

チューリップ 

ホーム棟 

 

 

 

 

寮の垣根を超え、一緒に 

イベントを楽しみます！ 

楽しい思い出がいっぱい！ 

元気いっぱいな男の子 

たちの暮す寮です！ 

職員たちも負けずに 

元気です！？ 

天真爛漫な女の子たち

の暮す寮です！ 

元気の良さは男子に 

負けないぞ！ 

の子

！



今年度の西ホームは、クローバーのお家に男子７名、ガーベラのお家に男子７名、なのはなのお

家に女子８名、ルピナスのお家に女子９名でスタートしました♪令和という新しい時代になり、

西ホームの子どもたちも、さらに元気いっぱいです(^O^) 

 



 

（１）月別相談延件数 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

電話相談 38 48 40 52 69 53 34 41 47 22 36 52 532 

来所相談 40 27 45 44 32 31 29 29 33 31 39 36 416 

訪問相談 21 11 34 34 37 41 20 13 38 6 15 2 272 

心理療法等 12 15 16 20 12 20 17 21 17 17 16 15 198 

メール相談 2 11 5 5 4 3 3 4 0 2 0 1 40 

手紙相談 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

月別延件数 113 112 140 155 154 148 103 108 135 78 106 106 1458 

 相談の受け付け方法として、電話による相談が多く、全相談支援１４５

８件中５３２件あった。インターネット介しての相談や、相談者からの紹

介による相談、継続的な相談など様々なで、電話相談から来所相談を促し、

来所相談や心理療法等に繋がることが多かった。また、他機関からの紹介

により当センターに繋がり、定期的な通所によるセラピーやペアレント・

トレーニングの受講も増加傾向にあります。 
 

（２）相談・指導内容の種別延件数 

養 護 

 

保 健 障 害 非 行 

育  成 

いじめ ＤＶ その他 合 計 虐待

(再) 
性格行動 不登校 適 正 しつけ 

389 121 54 157 11 132 30 0 557 0 9 119 1458 

 相談内容としては、発達障害の相談、ネット（スマホ）依存等による不登

校の相談が増加傾向にあり、母親の精神疾患による養育不全や育児不安の

相談も増加しています。養護相談では、養育環境や保護者の養育に心配の

ある家庭や環境の変化による、子どもへの影響を心配する相談も含まれて

います。 
 

（３）相談経路別受付延件数 

県・市町村 
児童福祉 

施設 
 

 

    

 

 

 
 

  

   

83 294 7 0 29 0 6 216 716 13 68 21 5 1458 

 相談経路では、家族、特に母親からの相談が圧倒的に多く、里親からの相

談も増加傾向にあります。また、児童相談所や市町村の子ども福祉担当課

と連携を取ることが増えました。 
 

（４）市町村の求めに応ずる事業 

事  業  名 実施回数 内  容 

取手市放課後子どもクラブ 
支援員研修 

3 回 
取手市教育委員会より、取手市内の放
課後子どもクラブ支援員を対象とし
た、研修会を実施。 

阿見町舟島ふれあい 
センター講座 

6 回 
阿見町教育委員会より、子育て中の保
護者を対象とした、ペアレント・トレ
ーニングの講座を依頼され実施。 

取手市児童虐待 
予防月間講演会 

2 回 
11 月の虐待予防月間に、取手市内の保
護者を対象とした講演会を実施。 

土浦市ファミリーサポート 
養成講座 

1 回 
土浦市より、ファミリーサポート事業
の託児会員の養成のための講座講師。 

土浦市子育て応援講座 3 回 
土浦市より、公立保育所の保育を対象
とした、どならない子育て練習法トレ
ーナー養成講座を受託。 

合 計 15 回  

 市町村の求めに応ずる事業として、講演会講師、職員研修会講師を要請

されることが増えており、今後も依頼したいとの要請がある。また、個別ケ

ースでも、技術的助言や必要な援助を求められる場面が増加しています。 

 

 

 

（５）里親等への支援 

事  業  名 実施回数 内  容 

土浦里親会活動支援 17 回 
土浦里親会の活動の企画、運営を行
う。役員会、里親子サロンの実施等。 

土浦児童相談所管内里親支
援会議研修会 

5 回 
管内における里親支援、委託後状況、
里親研修企画、認定前登録調査、未委
託里親調査等のための会議。 

茨城県里親支援連絡会 1 回 
県内の里親支援機関（乳児院、児童養
護施設、児童家庭支援センター、里親
連合会）による会議に出席。 

茨城県里親マッチングマニ
ュアル等 
ワーキングチーム 

3 回 

児童相談所、里親支援機関による、マ
ッチングマニュアル、実親向けリーフ
レット、権利ノート作成のためのワー
キングチームに参加 

茨城県里親連合会 1 回 杉の子の集い出席。 

里親養育講座 7 回 
里親対象のペアレント・トレーニング
講座を実施。 

合 計 34 回  

 
 

（６）関係機関等との連携・連絡調整 

事  業  名 実施回数 内  容 

土浦市要保護児童対策 
地域協議会 

4 回 代表者会議 1 回、実務者会議 3 回 

阿見町要保護児童対策 
地域協議会 

3 回 個別支援会議 

つくばみらい市要保護児童
対策地域協議会 

2 回 個別支援会議 

つくば市要保護児童対策 
地域協議会 

1 回 個別支援会議 

石岡市要保護児童対策 
地域協議会 

1 回 個別支援会議 

土浦児童相談所地域ネット
ワーク会議 

1 回 
土浦児童相談所管内の市町村ネットワ
ーク会議に出席 

合 計 12 回  

 
 

（７）実績報告以外の研修講師等（実績報告集計外） 

事  業  名 回数 内  容 

ホームスタートビジター養成
講座講師 

2 回 ボランティア養成講座講師 

小美玉小学校家庭教育学級 １回 
小美玉小学校の家庭教育学級でＰＴＡ３
０名に対して、どならない子育て練習法
のダイジェスト 

合 計 3 回  

 
 
（８）地域支援事業（実績報告集計外） 

事  業  名 回数 内  容 

子育て交流ひろば「ひなたぼっこ」 
84 回 

715 人 

就園前の親子の遊び場・交流の

場の提供と相談支援のきっかけ

つくり 

 

（９）里親トレーニング事業 

トレーニング種別 回数 人数 内   容 

未委託里親 ５回 ６人 どならない子育て練習法及び FCP ダイジェスト 

児童養護施設実習６日間・里親宅実習２日間他

（施設・里親宅に依頼） 

委託里親 １２回 ４人 フォスタリングチェンジ・プログラム 

 

平成３０年度子ども家庭支援センター「どうしん」事業実績報告 
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それでは、調理室を

のぞいてみましょう 
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ۻ  り㸤ಙ⋞㣰つめᨺ㢟の⊀࣎クࣛンࢧ
バスࢶア࣮に行きました 

 

 に行きました࡭ンチᩱ理を㣗ࣞࣇ ۻ
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